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ダイヤモンド中の窒素欠陥（NV）中心の電子スピン状態は温度に敏感であり，電子スピン共鳴周

波数が温度に依存してシフトする特性を温度センサーとして利用することが注目されている．我々

はこれまでに，独自に構築した共焦点光学顕微鏡にマイクロ波照射系を組み合わせた光検出電子ス

ピン共鳴（ODMR）装置を用いて蛍光ナノダイヤモンドの量子センシングを行ってきた[1]．しかし，

現状の装置では高精度な測定は可能であるものの，視野内の 1 点の情報しか得ることができないた

め，温度分布をマッピングするには膨大な時間が必要となる．そこで，CCDカメラにより得られた

蛍光画像から電子スピン共鳴を検出することも同時に可能にするシステムの開発に取り組んだ． 

図１は測定結果である．蛍光ナノダイヤモンドの電子スピン共鳴を示す 2.87 GHz 付近で大きく

窪んでいることから，電子増倍 CCD の蛍光画像から ODMR スペクトルを取得することに成功し

た．これを用いれば，1回の測定で複数点の ODMRスペクトルを得ることができるため，細胞内に

分散させた蛍光ナノダイヤモンドによって細胞内の温度分布をマッピングすることが可能となる．

図 2 は実際にマウス脂肪由来の幹細胞に取り込まれたナノダイヤモンドの蛍光イメージング画像で

ある．講演では他の細胞への適用例も合わせて詳細に説明する． 
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図１：ODMR スペクトル     図２：細胞に取り込まれた蛍光ナノダイヤ 

[1] Yukawa, Fujiwara, Kobayashi, Umehara, Kumon, Miyaji, Iwasaki, Hatano, Hashimoto, Baba, 
submitted. 
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